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1.  HGFは，1) Met/PI3K/Aktの活性化による EGFR-TKI耐性の誘導，2) Met遺伝子
増幅細胞の増殖による EGFR-TKI耐性の促進，3) T790Mに起因する耐性克服薬で
ある不可逆型 EGFR-TKI耐性の誘導という，３つの異なる機構で EGFR変異肺が
んの EGFR-TKI耐性を誘導する。Met阻害薬である E7050が HGFによる３つの耐

























る５症例を登録し，GS療法が奏効率(28.3% vs 6.8%)，病勢制御率(64.2% vs 44.1%)，
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